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クラシック音楽をはじめようと思ったきっかけは

中学生の時にFMラジオで聴いたことがきっかけ。

それまでの興味は吹奏楽だったのですが、

マーラーの曲を聴いて目覚めました。

今の楽器に取り組もうと思ったきっかけは

ブリテンの「青少年のための管弦楽入門」でファゴットの

音色に惚れ込みました。楽器は高価で購入できなかっ

たので、楽器屋で展示されているものやカタログを見て

妄想していました。

ファゴットはソロも多い楽器なのですが、個人的には

ハーモニーやリズムなど下支えすることの方が好きです



現在のオーケストラに
入ったきっかけは

大学生の時にオーケストラに入団してトロンボーンを吹いていました。しかし、

以前からファゴットを吹きたいと思っていたので、就職後、8年かけて貯金をして

ファゴットを購入。これを機会に入団しました。「初心者歓迎」という言葉につら

れて、音の出し方も運指もわからずに入団したのは後にも先にも私だけです。

第46回定期演奏会（シベリウス作曲フィンランディア（合唱付き）



音楽が人生を変えたエピソード

オペラにはまっています。海外旅行に行ったときにも

当日券を購入してオペラ鑑賞をしていました。特にパリで

観た「トゥーランドット」の演出に衝撃を受けました。

2019年のTCCでは当団で「ラ・ボエーム」の公演をすること

ができました

今のオーケストラの良いところ、楽しいところ、
特筆すべきところは

◆音楽に対して前向きな考えを持っている人が多く、

良いものを作り上げようという気持ちが強いところ。

◆人間関係も良く、1週間に1回の団員同士の会話が、

仕事で疲れた気分転換の場ともなっているように思います。

◆最近若手が入団するようになりました。世代交代もそろそろ

考えることができそうです。

敬愛する作曲家アルフレッド・シュニトケの
路面標示とともに



日ごろは、どのようなお仕事をされているのですか

公設研究機関で養鶏に関する試験研究や品種改良を

行っています。「甲州地どり」や「甲州頬落鶏」などの山梨県の

銘柄鶏を開発し、現在高品質鶏肉として流通・販売されてい

ます。

また、生産農家の収益を上げるための研究(鶏肉や鶏卵の

品質を高めるための研究や新品種の開発など)を行っています。

元々は民間企業への就職を希望していましたが、大学生の

時に交通事故で入院し、複数回の手術が必要となり就職

活動ができませんでした。

そこで、就職試験の日程が決まっている公務員を受験しま

した(手術日を調整できるため)。

本来ならば本庁勤務(行政職)と思っていましたが、研究職に

就いたのは偶然です。



現在のお仕事のやりがいは？

◆ 毎日動物と接しているので癒やされます。

また外でする作業が多いので悩み事が生じても

汗をかき気分転換になります。

◆ 畜産に関する新しい知見を探したり考えたりすることが

とても楽しく、意義のあることであると思っています。

◆ 30年以上鶏の研究をしているので人脈も増え、

大学や民間の研究機関と連携しながら生産農家の

役に立つ研究を行うことはとてもやりがいのあることです。

日本家禽学会技術賞受賞式

日本家禽学会での講演



プライベートの過ごし方、
趣味などを教えてください

◆最近ではご無沙汰していますが、

茶道を少々たしなんでいました。

いまでも家や職場でお茶を点てて

います。

◆2週間に1回は図書館に通って

静かな時間を過ごしています。

茶道も心を落ち着けるという意味

では同じでしょうか。

◆夏休みやお正月を利用して

四国八十八ヶ所の参拝を進行中

です。山梨県内の寺社も時間を

つくって参拝しています。



最後に、音楽が仕事や
プライベートに与える影響
などをお聞かせください

音楽も動物相手の仕事も心にゆとりを与えてくれます。

休日に牧場などに足を運ぶことも多く、そこで聴くクラシック音楽は

心身ともにリフレッシュさせてくれるものです。

第48回定期演奏会 平和を守るという願いをこめた演奏 指揮：新田ユリ先生


